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世界のなかの中国

I. オーウェルの想定

ジョージ・オーウェルがその死の直前にカをふりしぼ
って摘さあげた有名な小説『198#Jは． 周知のようじ
人類の未来に潜む救L、がたい危機を政治と人間との矛盾
と葛藤のなかにとらえて逆説的に予言ーしたものであった
カ〈われわれは． その198＃までにあと10年を残すのみ
となった。九己丘の世界情勢Ii，そのような “オーウェル
の役界” がけっしてS F的なイマジネーションの領域に
とどまるものではないことを無気味にも予告しているか
に思える民人類的危機を救済する世界であるべき社会
主義それ自身抗またけっして救済の夢を充たすもので
はなし、ことをも極限的主世界のなかて弓噌したこのオー
ウェルの作品によれば，1984年の世界は． アメリカ・ソ
述・中国の三超大同によって分知l支配されていることに
なっている。 もとより． これはあくまでもフィクション
であって. 1984年の実際の世界がこの恕定のとおりに現
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実化するとは考えがたい。 だカ〈少なくとも． 医師政治
の多優化が，米・中・ソ三大同を納に今後一層進展し，
あるいは収数してゆくであろうこともまた否定できない
のではなかろうか。

2 中国人の世界

'f悶｛ふそうしたプロセスにおいて． 「也燃のなかの
1l1[JllJとして， ますます多くの問題を縫起するであろう。
このことは. •l'I司自身が，今後の世界のなかでの「閉ざ
されたrt•悶Jから「]l}.Jかれた1l11'EI」へと歴史的な手針予期
を歩み， 同時に「毛濁』l,(11年代の中間」から「毛深末以後
の小同」へと進んでゆくであろうことによっても，かな
り明白に予測できることである。

それだけに，中間を考えることは． 同時に世界を考え
ることとなり． 世界を考えることは． 同時に中国を考え
ることにならざるを併ない。 その意味では． 今後め世界
のなかでrt•同ほどいl際的な｜対iiliを多而的にもつであろう
I主｜家はないて’あろうし たんに間際政治上の領域におい
てのみではなし広〈文明の将来にかかわる領域におい
てなお一層． このような削ill!を無手�できないて’あろう。
もとより， もっと具体的な問題も.m裂である。 たとえば
10！判長め1984!f.の世界人口が45憶になると推定して，中
間の人口は． 在外�イ.!iiを加えた1p同人総人口としてこれ
を考えた場合． おそらくlOft.に述ーするであろう。 この地
球上lこおいて約4人強に 1 人は中間人ということになり．
Jilli丘の中間における人口刷1m率抑制政策の効栄を疑う論
者のなかには． はやくも198併Fまでに101:�となり. 21世
紀の口頭には20！窓lニ述するのて’はないかとみて，人口学
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的litt弘治をPl:'.えるものさえ11\1まじめている もっともr11

Ir.Iの人11問題Ii， 現代小Ir！研究のなかでむもっとむやっ

かいな，i迭の多Lづ河子であリ． しばしば， その結解きをめ

ぐるJ命争む雌んなところである それは. tl•liil(I身． い

まから20守るまえの195411'-の人II訓j需給来の党ぷ以米，

公式には j支も人口統Jを光会していないことに似本的

には主主因する（因みに司1954.flcの公式会災とは. 1953年

6 Jl. イi史以米初めての全lrl的人II必ずtカ‘おこなわiし

その結決カ54-年Ill l. 11�’ぷ統”l·J,,jから公報lとして�去さ

れたむのてあり． 調伐u.�の総人IIは5 l.\!.826 Jj3417人と

�ぶされた）。 以後. 5811＇·までは． 徴公式発表とみなし

得る慨n：数’Fヵ、あるカ＂ 59:r.以降は， そのような政子む

なく． 公式数字としては． 『人民II賛Uゃ」ヒボ紋送カ＼

「われわll6 U!.5000Jjの人民！;J:..・」(1966fl'. 6 J］；まで）と

か「71立人L�ti·＂」(196611'-6 J J以降）といっている“形芥

制” に｛点綴するほかないのが災状て’ある。 そのような次

第であるので二人I l統，n噌•＇｛：
さまさ，まな行（�';Ufd［カ《あり． たとえば197011＇·をとった均介．

そのf�：＆的なむのとしてのliili阜の慨f）：惟kfd（では． 7ft' 
6000Ji. アメリカ政府I fl努J.. ）の制定kfd［では8 l.C'.6700Jjと

約l f.llのllijさがある もっとむ析しい推定航としてはエ

カフェ(lfil述アジア械点委H会）が1973年3 IIに年次訓

伐報仇・のなかで発表した71.窓8100Jjという数’I：がある

また． 小lfilの人lI Jj'l/)Jll中についてら． 可ミ1.5%以ドとみ

る行1.. 1·から＇f2.5%以＇＂の，：＇：i＞がたとみる芯；見まであるが．

JrJ:jfiの小！rh こ みられる11fi�i!.I制限やH免除奨励にみられる人

口拘l；州政策；こ照らせt;f.年2.偽以ド. I.協なも、し I.7 %  

ffli E縫定するのか燃費量ではなかろうか 'l•l司では1964

年に紛い、人口，泊先がおこなわれたらしいとの情報むあ

ったが． 翌司ミから始まJt.ニ文化大本命の激励とi叫·u.t.

訓ft結＊のU!.i!"や公表を妨げたのではなかろうかn いず

れにせよ. '1 1 1 F�の人口問凶t.:t:. 今 IIから2 1世紀に かけて．

lせ界の問題． 人頬全体の！日11.1!!になってゆくであろう

3. 寸土を寄与う “超大国”

このような中国i丸また広大な同土を有し． 約1万5

千kmlこも放,l；， 長大な同境線を＊北の北机鮮から南東の

北ベトナムにいたるまで維持していて， 北朝i執 ソ-iill,

モンコワレ， アフガニスタン， ，マキスタン， インド． ネノマ

ール． プータン， ビル...... ラオス， 北ベトナムの11か岡

と 国携を後している。 このような地理的環焼を考えただ

けでも． 中国が世界国家であるこ と は自明だが． 同時に．

今 日 の中ソ対立や中印同境紛争に明ら かなよ うに． 国境

線のfi'6淀にまおを発する領土紛争が未解決である こ と も，

也・界の将米に 仏閣を投げかけるであろ う。

中ソ国境は， いうまでもなくflt界政疫の国境線であり

およそ7500キロにも及ぽん と する長大なものであるが，
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周知のように，1960t！：以4と中ソ対立を1tt.tにしてしば

しば国境紛争が発生し とくに196倒：には． 3 JIにウス

リー川の小洲・珍玄1：.� （ダマンスキーぬ）で小ソl山1i)i（が

激しく衝突． さらに8 IIには抑止ウイルグrt if；［：山こ峻す

る中ソ国境で』大規収な「rj1ソJj�争Jがあった 今IIでら．

中ソ国境の'i]I•Ji-(ドj緊張は依然として続いておI)• JJ.. }'jと

も100万前後の軍隊ヵ、JI!給しているばかリか ソ巡ffil)l20

～130万， 中悶側90～IOOJjという紘子か慨絡の«！＇｛：とし

てはかなり｛弓級性が，·：.れ、ものとされている）. l1kirrて・は

ソ述による対＂＇予防戦争”命さえ立伝される ・｝｝， "., fi[ill� 

は73年8 JIの11111'1共111tit:IO金大会の問思．米政治判！｛＇j·にも

示されるように． 「ソ修H；会帝問主必の{,f製」にWIえる

ための対ソ臨戦術制lを俗化している 73fl'·f.lに始まった

「干し子批判・始弘私刑蘭」のイデオロギー・キャンペー

ンは， 今円の•l'I』ill付日IIの絞維な政治情勢の反映であるこ

とはたしかt.！カ大l1i]ll年にM:i!iとみに戸1,f:jになってきてい

る始皇帝・礼次iill励抗北万のIt�民族（.lt�.k）の悦人に｛耐

えて］j里のL�械を築いた�始皇帝の治紛を'1'11ilL（次に:ti.!

い起こさせることによって． 小［fi]Iまいまrl'JI.代の）j恨の

長減Jを紛争jl的にも'ii（判l(Jにら築きあげようとしている

のた：とみることもできょう怨えI広「勝手ljしたプロレ

タリアートは， ［liJ境にこだわるべきではなも、Jと． フロ

レタリア国際主必の立場から強，jlljしたのはレーニンであ

ったカt このレーニンの教えを，；it�、てやまない？上会註J受

大同の中ソ両同カ＼まさに「寸土といえどもすけべしJ

の状況を呈して士·Ji寺しているヨ与を． われわれはいま直視

せざるを得ないのである

一方． 中印問境は. 59年9 flの＂＇印＇•l<Nti�た以氷点

部国境のいわゆる7クマホン・ライン地（＞（. 小印lnltJlの

チベγト自治区協按J由民． 阿部同境のクダク地（.＞＜：のflil境

線をめぐって未舷定のままである。•I’印l•�ilIiiは，1950年

代には． いわゆる「バンドン紛争�」にポされるアジア・

アフリカ新興独立，；r.11�の述僚と団結の小後て’あっただけ

に． 平和五原則lを従II／�しあったfi·l1i］土のこのような対立

は. A Aナショナリズムをジ拘析してしまったのみならず．

アジアの分裂をflEiffiし開定化してしまったが． 今l lでは，

r!1印肉悶のl•I境をめぐる＇•11目1w1arn』t;t. －応日l避されてい

る。 しかし71iド'fiのソ印条約締村以米印ノ明｜成’1�. パ

ングラデシュ成立を総て. 73年11}1のプレジネフ紡f(Iに

いたるゾ述のインド•IE大陸への進Illが． いわゆる「ブレ

ジネフ・ドクトリンJの名のむとにf{（傾的なi修i芋'if{ ·J�lj攻

略としても展開され. i栢からのrj•l,nl包間体制が�tのlnl境

線ととらに確立しつつあるだけに. ＂＇印IHI境紛争が再燃

しないという保慨はまったくないのて・ある ・｝j, •l•lii[ 

は． 中印紛争以米 ビルマ， ネノマール． モンゴ1仏 パキ

スタン． アフガニスタンとは． いずれらI960fF.f �1jij半に

問境条約を締結し［nl.lft問題の解決をみているのである
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次にllil境問題ではないが. •l•flilが領土怖をi：.＇｝除して米

解決なままになっている制l二紛争には， ｜十.jifij;の小山併の

領土間組ヵ、ある。 このうち． わカ、！Ji！の沖縄県1H）｝の小i::;

群・尖l!!l§t]l;:i (•l•fnllftlJは釣魚台列娯という）にかんして

は， u•I•阿交直面Jまで‘ 'i'ifilti\IJが強くその飢イi怖を凶lt

し 「R ,js:Jlll1ij主筏J批判！の ・環としてらこの｜問題て徽

し＜ I i本政府を非賎したことについては． わi Lわれの，u

ti'.!にら新しい 総面＊�＇（わずか6.3知子の尖ffilチljι�tJ＜この よ

うにクローズアップさi Lt.ゴrwニ！ま. I”’ 

カr.(1宝l�：石i自埋蔵地｛Iiとして注nさt LI立しめていたカ、ら

て．むあつたカ£’ 口＂＂』l1i1li

題はま勺た＜.r希 題にならなL、llどt点申占さi Lてしまつた

－万． ソ述の対アジア海洋峨略とむからんて将米問題

になリそうな領土問題に• Iおシナ海の・j1[の$初鉱ぷ品

群， すなわち点沙鮮1::1. 1'lii少宮下島、 i何i少It�｝；.�. 1l1i少併j斗

をめぐる紛争があることは． ほとんど知ら t Lていない

これらオ!liの群ぬには． 尖｜器！列島l•iJ憾にII本人がはやく

から先イ｛住を示す標設を往てていたむのは． かつてお＼ : 

次大lj!J(rl•！こfj,js:が市鎖し． サンフランシスコ劫初条約て’

その領イH訟を波楽したものが含まれているが． 持径の

I拘万. i毎1t1h:1と台湾の'1'1111に位置する米i'J;llNみI将ベト

ナムのユエ京万海l：のPGi少俳仏その�tの＂＇沙/if.・1斗およ

び新1t.i/if.�：1の名て－，lj領II年代のfl4三がn千んて’いたボマレー

シア（Iロボルネオ）， フィリピン. 1tiベトナムに閉まれ

たJt>(.k；のぬ隊総下・ 南i'J;�if.lゐの各群J斗については． 中悶

（台i勾政総むl•iJし）． フィリピン， ベトナムが今IJでら

それぞiL領イit径を主11<しあっていて． いまだ島信Jtにいた

っていない

4. 革命中国に残る植民地

r111：界のなかの1l1l1il」をニのように領土.（J(Jにみた場介．

1出産に行浴． マカオが伐るが. .fi似有�j也セおtを排司書してや

まなL、1I •flil大｜トをの伐に1'WJ， マカオカ'Ill：界に伐る数少な

いNU.\:J也としてレッキとして｛F(Eしていることについて

は． 小、ノ論争に際して． バ·，11.'J'のフルシチョフ ，v，・-i'IW. 皮
肉たつふりに． この'l•l.lilの ”弱み” を衝いたことがある

香港． マカオの人IJはイ？”1·約450 )jと挑定されるが． こ

れは世界に残された.filU.0也人nの 2·,l�Jj丘くになる。1l1l!il

机 たとえばインドのコマ（IAポルトガルftli.L\:J也）のよ

うに． ・＇'ii師、 部芯マカオを凶収する応ぶのないことは．

1956～57fドのマカオ＞.Mt.札 待港M:!li砲を車お位したl療に． か

えって明内になったが． そこには＂＂司のナショナル・イ

ンタレストに法づくjにきな巧；·1Mと丹羽！＇. マカオの現’'kを

そうfllj.lji.には大きく動かすことのできない微々な·Jic仰が

あることはいうまでむない

マカオ（l奥門）!.t. l 611t紀後半． ポルトガル人の狐m

J也となってのち， 1887のi�門；1PJ，誕lこかんする術h’f条約て’

ポルトガルの�（（上になった。'i•llil大｜出ぶ点省小山県にi単

なるこの小半i：：，は‘ したがって． ii：雌にはポルトガル官民

？カオで？なのでわるが， 57-4� 1 fl， マカオ暴動の結＊と

して広点？？人民会u会外・ド処とポルトガル政府？カオ政

庁とのあいたて’交わされた.�＇，£，＇�＇ニよってポルトガルurn

は＂＇＇吋lニ 「全削除伏」し今l l， すでにポルトガルの統

治は,r,[l(l(Jなむのとなっている もっとふ中｜五lil\l]f.,・
そして中ITtl・，.，ねの指碍を受けて7カオを実質的に統治し

ている漢門工会泌合会ふ マカオを観光地 として［Iii際的

に開放していることは周知のとおリであり． 放近ではカ

ジノやドック、レースがますます盛んになっている

行港については． その地位のif（＇災性にむかかわらず．

立外に正確な地必［Iケlりiが匁lられていない。 一口に香港

というので． イギリスがアへン戦争の結果の不可i:�草ー条約

によって991!'!111のJtlJ阪で1111五lからねUlt;した期限が切れる

1997！ド（いまから23年後）には． 市JJ令｛本が1111叫に返還

されることになると見るむきがあリ． 日本の新lltJむしば

しばそのように伝えているが， たとえ道義的にはそうな

るべきてーあっても． 法的恨織からすると， それはまった

く不正政な必�である。 すなわち． 今 IJでもイギリス女

Eのl立総航民地（Crown Colony）である寄答は． 脊浴

Jみと｝Li立市街地及び九竜半ぬの大学を占める回凶地獄と

市住lゐよリむ大きなぬ・人娘山などのぬ娯から成る新界

（ニュー・テリトリーズ）のうω或に分かれており． こ

のうち香港ぬはアへン戦争直後に締結された1842年の尚

ぶ条約�3条によってイギリスに�m.良さtしJLi'\i:11ff.fTJ也

は186()ij三の」t>i（条約�6条によっていlじくイギリスに＇.Jjlj

Aされたらので与あって． 法的に返還の対象になるのは．

18981（＇.の1号惜地主主拡張にかんする条約によってイギリス

が＂.fill片した新界jt!!J戒のみなのである。（因みに合浴の人口

の大目I＼分は出�1：：』と九竜iliflオI也lニJt111している抗逆に

新界I也氏は市径のl而般の91%を内めている）。 もとより・，

このような法的似織は， あくまでも不手等条約に法づく

ものてーあって． 政治的にも行浴の将米を規定するとはい

えない抗今後の，，’ifi］を総る！Iii際関係の推移のなかで．

fn径の将米は． 炎’111刻係という二l同1111の枠組を越えたl抗l

際政治的な｜刻巡において決定されてゆくであろうことを

疑うことはできない。 こうして．予約JJ， マカオという小

さな：容からむ． われわれは21世紀に向けての「世界のな

かの•l•liil」をみることができるのである。

<ii妃〉 な』五r�f 'II-のなかの‘l’flむについて必し＜ 1;1 •J•tA織111:'

'IJl.f�'i’l’！と［1.J際関係， ( II本能市協会. II能敏:iU耳目F. 1973tf.) 

を�l'(Iしていただけるとや誌である．
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11111資料室11111 世界のなかの中国 （中山鳥徹雄）

1971年7 JIのニクソン米大統領訪＂＇決定声明. Jfil!f-10 

月の•I•闘のIr.Ii!!!参Jm. n年2月のニクソン紡，，.による米

中首脳会談， 同年 9 J 1の日r1•rnl交樹立と相次いだ． 中間

を絞る間際環境の変化のなかて·. •11ltilの問際l刻係も必然

的に大きく旋回し 周恩長岡但Eをはじめとする中IJ\I外交

の担当者たちは． 従来の「革命外交」にかわって「同家

外交J (State-to-state Diplomacy) を術磁的に展開

しはじめている。

〈右の褒＞ I立. 1949年10月1日のij•；！旗人民共相l�I五i

以来1973年末までのij.1f!ilと純外｜五！との同制対係の成立

過程を示すものである。 炎で日月らかなように挫l司直後に

中華経人民共ねJifilを承偲し 外交関係を倒立したのは， ソ

述、ブルガリア．ルーマニア．ハンガリー．チェコスロパキ

ア． ポーランド， ユーゴスラピア． アルパニア． モンゴ

ル， J.jtドイツ，北朝監r， 」ヒベトナムの社会主義.rr.1百！と．

ピル＂？， インド． パキスタンのアジアの新興独立問． ス

ウェーデン． デンマーク． フィンランドなどの北欧；t/'fffi]

及び イ ギリスであった。l崎11111主裂いiJのなかでは． こうして

イギリスカr[Iちに'1'11<1を泳認し，，，，，交をIJf.J�、たカペ [ii]ll与
に台湾の法的地位米総定とし、う立場をとリつづけ． 台湾

政権とのあいたにも領’J�関係を斜併存し． 」ヒボとは代理大

伎の交徐にとどめるなど． きわめて現尖主義的な政策を

とってきた。 そのうえ小ltilとのあいだて1正式に大使が

交換されたのは近々1972年になってからである。 フラン

スは． ド・ ゴールII年代の1964.fドに小同と[Iii交を樹立し．

米ソ共存体制に持凶喫する中仏関係を築いて注門された抗

1970年のカナダ． イタリアの＂＂百l々＞：，(2.J.'J>I王． 情勢は大き

く動ふ 中国を総る!Jill療関係がやがて決定的に変化する

先制すとなった。

ー－方． 今日では91かI叫が＇！•Ir.Iを泳�しているにもかか

わらず. •1唱lの近隣であるアジア必｜車！との外交関係はff

外に進展していなも、。 こ こでアジア滞同をインド亜大陸

以来． 日本亨l)Q,の位協までのあいだに存在するアジアの

非共産圏，ffllJi］と考えた劫介， インド． スリランカ． モル

デイプ．ネパール．プータン．シッキムバングラデシム

ピル＂· タイ． ラオス．カンボジア. i有ベトナム， 7レー

シア． シンガポール． インドネシア． フィリピン．台湾．

斡同と少なし、ょうて官はH本及び杭民地である相，）..！.＇. マ

カオを除いても18かい，，の多きにの＇i'る。 だが． これら祁

同が”II与の流れ” に沿ってお2々と対中l:!ill刻係を1E’11\＂化し．

外交関係を巡めているわけで与はない。 たとえば． これら

18か凶の内. 1972-fド9 JiのFl 'l,l itl交樹立以後 1 年数か月

経って’l01Jll・とがrたに[ll］交を紡んだ［till立， インド洋上のぬ

鎖国モルディプ 1 か同のみである。 これら18か問のうち

すて吋こ中間を承認しているr"1は8か｜軍I. うちq·1悶との外

交i矧系が従来から正常な状態にあるのはネノマールとスリ

ランカの2か国のみである。 北京と相手間の1守有flの双方

に正式な大伎が交換されているのは．現在．ネパール， ス

リランカ． ピル？の 3か関にしかすぎない。カンポジア．

インドネシアは図交断絶のままであり． インドは代理大

使のままてある． シアヌーク亡命酌俗（カンボジア）．

9・30クーデター（インドネシア）. it•印fl\］境紛争（インド）
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とそれぞれ，，，凶とのあいだに予痛いfl｝があったのて’あリ．

ピル？の場合むネ ・ ウィン酌怖にたいする「造反外交」

に起因したfh 、 空白ののちに． ょうやく松近にいたって

大使の再交換が実現したばかりである。

たしかに，これら泌同は． 今1:1. rq，�百！の彬Jが こ れ

ら諸問に広がり深まりつつあるなかで． しばしば対中打

開へのジェスチュアは示す。 だが同時にこ れら祁凶Ii中

岡の対外姿勢やアジア政策． 革命戦略が変化するたびご

とに大きな傷を負ってきた過去を尖1-iしており． そのう

え内には華僑と現地人との図維なl州系． 毛湾＊型原命を

志向するゲリラ勢力の問題など例イIな「中lnl問題Jをい

ずれもかかえているだけに． 今日． こ れら旅1·1；初旬島iWし

て当面している同民形成（Nation Building) と経済｜摘

発（Economic Development) という二つの大きな課

題に際しでも. ＂＇同との関係いかんは． あまりにもIll裂

かつ深1;.1］�：問題であり， －II与のムードや甘いJUJ待だけで

は中間に対応て色なし、。 われわれは円止体のなかのq·q11]J

を考えるに｜察して． 中lli］大｜盗周辺のこれらアジア訓iiiの

歴史と現笑をリアルに凡つめてゆかなければならない。

そこで次に． アジア地域の土獲において「也1・採のなか

の中国」を考える場合，もっとも盤裂な問胞である懸備と

その問題についてふれておこう。 京市アジアを；t iULl:f 
すぐに感得されるこ とだが． まさに「機水到る処にli'Hlil

あり」の諺のごとく東南アジアのいたるとこ ろに必外中

間人つまり華街t奇は存在する。 こ の賞三大な数の格lililの総人

口については． これまた滞説ありで九 しかも球イ;reをどの

範聞に限定してとらえるかによってら微々な凡解がある

が． いまかリ｛こ東南アジアの恕イ詩人口を18 00万と推，Hじ

ておこう。 こ れら務係は， その多くがアジアの写U也人を

押しのげて各郎市に中同人mをつくI)• rjij fijの文化 （／!ii,

俗． 伝統． 習慣． 言おなど）を温存し． そ こ に•1.11』i］人特

宥の社会を形成しているだけに． こ うした慈イ，llj社会の現

実は． アジア諮問の将来にとっても鮒見できない大きな

問題になっている。都俄社会については． タイのように

同化ないしは雌合が進んでいるI百�. フィリピンのように

混合概告の国， マレーシアやインドネシアのように復合

・対立の構造としてとらえられる，，，，，シンガポールのよ

うに人口構成の大部分が中国人の固など． 一概には

化しf』｝ない現J也環境カeあるカt』Z』主司もj泊していえること

｛ま． これら務備 は 経済とくに｜司内務副Q機械と貿 易の尖怖

を握って琴υ也酌怖の帰趨を1.£；（了しているばかりか． 開lldi

の市民生活においても． 琴U也人にたいしていわば 「特

梅階級」のような存在である こ とであり． そうしたm�

のなかで，現地人と悲備との敵主主や対立が深〈広〈潜在

していることである。 この点を理2解しないと. 1969一年5

月の？レーシアにおける人宅！同島却炉や1973-1年8)-Jのノぐンド

ンでの＇M牛は理解できな し 、。

もとより， このような·M1初eあるために． アジア各(Ji]

とも． 中関との国家関係をtrill.に考慮しながら． 他方で

はそれぞれの書針路対策にのリだしている。 たとえばマレ

ーシアのラザク政怖は. 1971年から始まった第2次5か

年3情iのなかて1 マレ一人後先の経済政策を実行してし、ノ


